
小規模な通所介護事業所の地域密着型サービス等への移行について 

 

（基本的枠組み） 

○ 小規模な通所介護事業所（利用定員 18 人以下）については、少人数で生活圏域に密着 

したサービスであることを踏まえ、地域との連携や運営の透明性の確保、また、市町村が

地域包括ケアシステムの構築を図る観点から整合性のあるサービス基盤の整備を行う必要

があるため、平成 28 年４月１日から地域密着型サービスに移行する。 

 

○ また、小規模な通所介護事業所の移行については、通所介護（大規模型・通常規模型） 

事業所や小規模多機能型居宅介護のサテライト事業所へ移行することも選択肢の一つであ

る。 

 

○ 利用定員９名以下である療養通所介護も、地域密着型サービスへ移行する。 
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